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視点 (788) Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 102）!! 
 

― アメリカのキッズ･ファッション業界のカテゴリー分析― 

 

アメリカのキッズ業界(ベビー業界も含む)を｢ファッション軸｣と｢カジュアル軸｣マトリックスで分析す

ると次のようになります(六車流：流通理論)。 
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キッズ・ファッション業界を､｢ファッション軸｣と｢カジュアル軸｣で分析する場合の基軸(本来の固有の特

性を持っているキッズ・ファッションの店)は、総合業態である｢ターゲット｣です。ファッション軸でトッ

プは｢百貨店のキッズ・ファッション売場｣であり、次いで、｢ベビーザらス｣(トイザらスのベビー用品業態)

と｢コールズ｣(ジュニア百貨店レベルの子供服売場)及び｢ＪＣペニー｣(ＧＭＳレベルの子供服売場)です。 

カジュアル軸のトップは､｢オールドネイビー｣(バリュー志向のアメリカン・カジュアルの店)､｢Ｈ＆Ｍ｣

(バリュー志向のカジュアル・ファッションの店)で、次いで｢ウォルマート｣(ディスカウントレベルの子供

服売場)です。 

ファッション軸とカジュアル軸の両面を兼ね備えているのが、｢チルドレンズ・プレイス｣(クラッシーな

雰囲気の中で､やや低い価格設定で販売するコンセプトが強み。ギャップ・キッズより３割低いが、店舗自

体はアップスケールな店構えの店)と｢ギャップ・キッズ｣(カジュアル・ファッションのギャップのキッズ部

門の店)があります。さらに､｢ジンボリー｣(新生児から７歳までをターゲットにする子供服専門店。明るく

ビビッドな色調のアパレルが特徴のＳＰＡ企業。同社の起源である子供フィットネス教室はフランチャイズ

で展開している)があります。 

キッズ・ファッションは、専門店志向よりも、どちらかと言えば、総合店の子供服売場が基軸となってい

ます。 
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